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We report a case of a mixed epithelial and stromal tumor of the kidney. A 64-year-old female who had

no complaint was found to have a left renal tumor by computed tomography (CT) for an examination of a

right breast tumor and was referred to our department. CT revealed a gradually enhancing 5 cm mass in

the left kidney. The patient underwent left radical nephrectomy, and the tumor was histologically diagnosed

as a mixed epithelial and stromal tumor. The patient has been followed up for 6 months with no evidence of

local recurrence or metastasis.

(Hinyokika Kiyo 55 : 219-221, 2009)
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緒 言

Mixed epithelial and stromal tumor of the kidney は腎に

発生する良性腫瘍で，近年報告が散見されてい

る1~3,5~7)．今回われわれは mixed epithelial and stromal

tumor of the kidney の 1例を経験したので，若干の文

献的考察を加えて報告する．

症 例

患者 : 65歳，女性

主訴 :左腎腫瘍の精査，加療

既往歴 : 64歳，右乳腺腫瘍．緑内障

家族歴 :特記すべきことなし

現病歴 : 2007年12月11日，当院外科で右乳腺腫瘍の

精査目的に施行された CT で偶然に左腎腫瘍を指摘さ

れ，同日精査加療目的に当科に紹介された．

現症 : 身長 150 cm，体重 47 kg，胸腹部の理学所見

に異常は認めなかった．

検査所見 :血液生化学検査および尿検査では総コレ

ステロール 256 mg/dl と軽度の上昇を認める以外に

は，異常所見は認められなかった．

画像所見 :腹部 CT では，左腎に辺縁明瞭な径約 5

cm の腫瘤を認めた．単純CTでは腎実質とほぼ等濃度

であったが，造影 CT では腫瘍は早期相より淡く不均

一に濃染され，後期相にかけて徐々に造影効果が増強

した．撮像範囲にはリンパ節腫大は認めなかった

(Fig. 1）．腹部 MRI では，腫瘍は冠状断で左腎中部に

認め，T1 強調像および T2 強調像のいずれにおいて

も低信号を示した．ガドリニウム造影では，造影 CT

と同様に腫瘍の造影効果は経時的に増加し，wash out

は認めなかった．また，T1 強調像の in-phase，out-

phase の比較では，腫瘍内部に脂肪組織は指摘されな

かった．

CT および MRI では，腫瘍は淡明細胞癌に特徴的

な造影早期の濃染や wash out を認めなかったが，造

影効果が経時的に増加する点からは乳頭状腎細胞癌の

可能性も考えられた．一方で，腫瘍と腎実質との境界

は明瞭であるため，中心性瘢痕などの特徴的所見はな
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Fig. 1. Computed tomography of a solid, well-
circumscribed and gradually enhanced mass
of the left kidney.
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いものの，良性腎腫瘍であるオンコサイトーマも鑑別

として挙がり，結果として画像診断のみでは良悪性の

判断は困難であった．腫瘍径が約 5 cm と大きく，画

像所見上は悪性腫瘍も否定できないため，2008年 1月

28日に腹腔鏡下左腎摘除術を施行した．手術時間は 3

時間30分で出血量は少量であった．

摘出標本 : 腫瘍は，5×4 cm 大で，割面は充実性

で，ほぼ均一に淡く黄白色を呈していた．腎実質との

境界は明瞭であり，腎盂の圧迫は認めたが，肉眼的に

浸潤は認めなかった．

病理組織学的所見 :腫瘍は，上皮細胞に覆われた間

質組織が乳頭状に増殖していた (Fig. 2A，B）．間質の

紡錘形細胞は，免疫組織化学的にプロゲステロン受容

体が陽性，エストロゲン受容体が陰性であった．いず

れの組織にも悪性所見は認めず，以上の所見より

mixed epithelial and stromal tumor of the kidney と診断し

た．患者の術後経過は良好で，現在再発の徴候や転移

は認めていない．

考 察

Mixed epithelial and stromal tumor of the kidney（以

下，MESTK と略す）は腎に発生する良性腫瘍の一種

であり，1998年にMichal ら1)により報告されて以降，

報告が散見される．8,000例以上の腎腫瘍標本中，

MESTK と診断されたものは22例であった3)と報告さ

れるように比較的稀な疾患である．病理組織学的に上

皮組織と間質組織が混在することが特徴とされ，2004

年版 WHO 分類4)では同様に上皮と間質を有する

cystic nephroma と と も に mixed mesenchymal and

epithelial tumors に分類されている．一方で，過去に

adult mesoblastic nephroma や cystic hamartoma of the

renal pelvis などとして報告されていたものに MESTK

と形態学的に同一のものが含まれていると考えられて

いる．Michal ら3)の22例のMESTK の報告によると，

発症年齢は41∼75歳（平均54歳），男女比は 2 : 20で，

多くが閉経期以降の女性に発生している．また，

Lane ら5)は 9例の MESTK 症例のうち 2例にプロゲ

ステロンもしくはタモキシフェンの投与歴があったと

報告している．男性報告例においても前立腺癌の内分

泌治療中である6)など，腫瘍の発生因子としてホルモ

ン環境の関与が強く示唆されている．自験例も他の報

告と同様に閉経後の女性であったが，エストロゲン製

剤などホルモン治療薬は内服していなかった．

MESTK は肉眼的に大小多数の嚢胞構造と固形部分が

混在することが多く，病理組織学的にも大小様々な大

きさの嚢胞構造を有するとされている．また，個々の

嚢胞は上皮細胞に覆われ，間質組織は卵巣の間質細胞

に類似する紡錘形細胞によって構成されることが多

く，免疫組織学的には半数以上の症例で間質細胞にエ

ストロゲン受容体やプロゲステロン受容体が陽性とな

る3,5,7)．自験例では，嚢胞構造ははっきりしなかっ

たが，病理組織学的に上皮細胞におおわれた紡錘形細

胞を含む間質組織の乳頭状増殖像を認めた．免疫組織

学的にはエストロゲン受容体は陰性であったが，プロ

ゲステロン受容体は陽性であり，MESTK の所見とし

て矛盾しなかった．MESTK に特徴的な画像所見とし

ては CT 上 Bosniak III から Bosniak IV の嚢胞と造影効

果を有する固形部分を認める5)とされているが，腎細

胞癌をはじめとした他疾患との鑑別が困難であること

も多く，術前の画像診断での正診率は10％であった5)

という報告もある．自験例でも CT 上は明らかな嚢胞

を認めず，腫瘍の造影効果が経時的に増加している点

で乳頭状腎癌との鑑別が困難であり，結果として悪性

疾患を除外することができなかった．このように画像

所見で悪性疾患を除外することが難しいため，治療と

しては自験例と同様に悪性疾患を念頭に根治的腎摘除

術が施行されている例が多い．病理診断の時点で間質
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Fig. 2. Histological features of the renal tumor.
The tumor is composed of epithelial and
stromal components (A). A stromal
component is covered by cuboidal epithelial
cells (B).
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に悪性所見を認めた8)との報告もあるが，再発や転移

は稀であり，術後はおおむね良好な経過をたどるのが

一般的である．

結 語

比較的稀な mixed epithelial and stromal tumor of the

kidney の 1例について若干の文献的考察を加えて報告

した．

本論文の要旨は，第420回日本泌尿器科学会北陸地方会に

おいて発表した．
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